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第 4 回 八千代地区小学校統合準備委員会【総務部会】要点筆記 

開催日時： 平成 27年 6月 30日（火） 

午後 7時 00分～8時 30分 

開催場所： 刈田小学校 

参加状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■専門部会員（敬称略） 

  横路 洋 （欠席）  刈田小学校区内の振興会 

  末本 昭人（欠席）  根野小学校区内の振興会 

 ○長田 義男      刈田小学校 保護者会（副部会長） 

  堂庭 景子      根野小学校 保護者会 

 ◎槇原 誠       根野小学校 保護者会（部会長） 

  大道 史明      刈田保育園 保護者会 

  岡田 真平      八千代南保育園 保護者会 

  乗田 和美      ひの川幼稚園 保護者会 

  雛田 和博      刈田小学校 校長 

  中村  忍      根野小学校 校長 

  松本 貴文      八千代中学校 校長 

 

■安芸高田市 

  叶丸 一雅      安芸高田市教育委員会教育次長 

前  寿成      安芸高田市教育委員会教育総務課長 

  柳川 知昭      安芸高田市教育委員会教育総務課学校施設係長 

  倉田 英治      安芸高田市教育委員会教育総務課学校施設係主査 

 

傍聴者 １人 

会議次第 

及び資料 

別添のとおり 

会議内容 □概要 

「統合校の位置」について協議するため、今回は刈田小学校の施設を見学し意見交換を行った。 

 

□前回の協議の確認 

（１）学校名について 

 ・原案のとおり、学校名は「八千代小学校」とする。 

・次回の準備委員会に総務部会長として報告する。 

 

□協議事項 

（１）統合校の位置について 

意見・要望等 

 ・新築当時の校舎に比べ外壁などに汚れはみられるが、きれいに管理されているので、統合校と 

なった場合にも問題はないと感じた。 

・根野小学校には非常時などの対策として外階段が設置されており、防犯対策として普段は中か 
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ら施錠がしてある。 

 

（２）放課後児童クラブについて 

意見・要望等 

・統合し刈田地区の方が根野に来ることになった場合、もう少し条件を緩和した方がよいのではな 

いか。利用基準が厳しすぎる。 

・祖父母と暮らしているが、それぞれ家庭の事情があるので必ずしも子どもを見れるというわけで 

はない。 

・実際の入所状況を見ても定員の半分しか入所しておらず、空きがあるのなら利用したい人が利用 

できる仕組みにしたほうが有効活用できるのではないか。 

・刈田小学校で６月１７日のＰＴＡ役員会で説明をし、意見を聞いた。子どものことを考えると統

合するほうが望ましいが、距離を考えると別がよい。もし通わせるのであれば、スクールバスを

希望する。 

 

（３）その他 

意見・質問・要望等 

・統合し夏休みに利用する際（プール・児童クラブ）、スクールバスは出してもらえるのか。 

・八千代人権福祉センターは大人数でも対応でき、図書館もあり、Ｂ＆Ｇも近くにあるので、休み 

の期間中に児童クラブとして利用可能か。 

・休みの期間中、八千代支所で児童クラブの対応はできるのか。 

・子育て支援課としては学校の近くを希望されているのではないか。 

・統合した際、定員は変わらないのか。市役所で待機者への声掛けはされているのか。 

・夏休み中に美土里小学校，向原小学校の場合、補習授業等の（全校登校日ではない）際に臨時的

にスクールバスは出してもらえることはできるのか。 

・美土里小学校，向原小学校の統合の前例に沿うのではなく、八千代地区の実態に沿った議論をす 

ることも必要なのではないか。 

・合併前の統合校を参考にすることは、色々とそぐわないことがあるのではないか。 

・合併し安芸高田市になってから初めての統合であり、市としてもっと幅広く対応してほしい。 

・根野小学校の場合、夏休みの登校日は水泳記録大会へ向けての練習，水泳教室，補習授業等で一

週間、全校登校日が二日ある。おそらく刈田小学校も同じように登校日を設けておられる。長期

休暇中はスクールバスがないと学校も運営が難しいのではないか。 

・二校プールを存続させた場合、一方は学校、もう一方は地域が管理することになるのか。 

・長期休暇のスクールバスの運営等、他の自治体（北広島，三次，世羅など）はどうされているの 

か知りたい。 

・公共のバスでは乗り遅れることなどがある。時間の融通が利くことなど、スクールバスの良さを 

もっと前面に出していってほしい。そういった面で、夏休みの補習授業などにスクールバスで対 

応していただけると学校，保護者のニーズに応えられるのではないか。 

・交通手段が決まれば、そのほかの問題もスムーズに解決するのではないか。 

・まずはスクールバスでの対応を要望として提案するのが一番ではないか。 
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事務局から 

・安芸高田市の例として美土里町，向原町は旧町で一つの小学校になっているが、実態として休み 

中のクールバスの対応はしていない。長期休業中は保護者の送迎または公共交通機関を利用して

いる。 

・八千代人権福祉センターは部屋が一つしかなく利用者も多々おられるので、休み期間中に児童ク 

ラブとして利用することは難しいのではないかと思う。 

・二校のプールを存続させた場合、一方は地域が管理をすることになる。 

・他の自治体のスクールバス運営方法は次回までに知らべる。 

 

部会長から 

・次回は、根野小学校を見学する。 

・児童クラブ、プールの位置、通学方法（長期休暇時のスクールバスの運行等）についても、継続

協議し、取りまとめて統合準備委員会へ報告していく。 

 

□事務連絡 

・次回は、７月２９日（水）の１８：５０から根野小学校で開催する。 

 



4 

 

八千代地区小学校統合準備委員会 第 4回 総務部会次第 
 

日時 平成 27年 6月 30日（火） 19時 00分～ 

場所 刈田小学校 

 

 

 

１.開  会 

 

２.協議・確認事項 

 

（前回協議の確認） 

（１）「学校名」について 

 

（協議事項） 

（１）「統合校の位置」について 

（２）「放課後児童クラブ」について 

 

 

３.事務連絡 

 

 ・次回開催予定  平成 27年  月  日（  ） 

 

５.閉  会 

 

 
 


